
第
２
回
臨
時
会
補
正
予
算
特
別
委
員
会
（
概
要
と
質
疑
の
抜
粋
）

第
４
回
臨
時
会
補
正
予
算
特
別
委
員
会
（
概
要
と
質
疑
の
抜
粋
）

第
５
回
定
例
会
（
概
要
と
質
疑
の
抜
粋
）

高
は
約
49
億
９
０
０
０
万
円

と
な
る
。

問
今
後
も
感
染
症
へ
の
対

策
費
の
増
加
や
、
新
た
な
災

害
が
発
生
す
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
が
、
財
政
調
整
基
金

の
残
高
を
ど
の
程
度
で
維
持

す
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
る

か
。

答
標
準
財
政
規
模
の
２
割

で
あ
る
約
50
億
円
を
目
標
と

し
て
掲
げ
て
い
る
。
今
回
は

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

て
対
応
し
て
い
る
が
、
国
か

ら
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
活
用
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
中
止

と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
事
業

等
で
執
行
し
て
い
な
い
予
算

を
活
用
す
る
等
、
適
正
な
財

政
運
営
に
努
め
た
い
。

【
採
決
】

　

採
決
の
結
果
、
全
員
一

致
、
提
案
理
由
を
了
と
し
、

各
案
は
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
。

周
知
を
図
り
た
い
。

問
補
助
金
交
付
ま
で
の
手

続
き
の
迅
速
化
に
つ
い
て
問

う
。

答
補
助
金
交
付
ま
で
の
ス

キ
ー
ム
は
、
こ
れ
以
上
省
略

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
手
続

き
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た

め
、
休
日
に
も
申
請
受
付
を

す
る
こ
と
な
ど
の
工
夫
を
検

討
し
な
が
ら
、
一
日
も
早
い

交
付
に
努
め
た
い
。

【
採
決
】

　

採
決
の
結
果
、
全
員
一

致
、
提
案
理
由
を
了
と
し
、

本
案
は
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
。

者
用
情
報
端
末
を
導
入
す
る

計
画
を
前
倒
し
し
て
実
施
す

る
と
と
も
に
、
学
校
の
臨
時

休
業
等
に
お
け
る
遠
隔
教
育

な
ど
、
端
末
の
活
用
範
囲
を

拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
可
搬
型
デ
ー
タ
通
信
機

器
の
整
備
な
ど
の
た
め
、
３

【
概
要
と
質
疑
】

　
特
別
定
額
給
付
金
を
市
民

一
人
当
た
り
10
万
円
給
付
す

る
た
め
に
必
要
な
経
費
93
億

９
１
０
０
万
円
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
事
業
活
動
を
縮
小
し

た
市
内
の
中
小
企
業
者
が
、

労
働
者
の
雇
用
を
維
持
す
る

た
め
、
国
の
雇
用
調
整
助
成

金
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て

助
成
金
の
10
分
の
１
を
独
自

に
助
成
す
る
た
め
の
経
費
を

３
０
０
０
万
円
追
加
す
る
も

の
等
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
事
業
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
医
療
提
供
体

制
の
充
実
を
図
る
た
め
の
補

助
に
つ
い
て
、
こ
の
補
助
金

を
交
付
す
る
こ
と
で
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
数
や
診
察
な
ど
を
行

う
医
療
体
制
は
、
ど
う
変
わ

る
の
か
。

答
こ
の
補
助
金
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
や
外
来
診
療
な
ど
を
行

【
概
要
と
質
疑
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
た
事
業

主
が
、
労
働
者
の
雇
用
維
持

を
図
っ
た
場
合
な
ど
に
助
成

さ
れ
る
雇
用
調
整
助
成
金
等

の
申
請
に
関
し
、
市
内
の
中

小
企
業
者
が
、
社
会
保
険
労

務
士
に
申
請
を
依
頼
し
た
場

合
に
、
社
会
保
険
労
務
士
へ

払
っ
た
報
酬
に
対
し
て
、
10

万
円
を
上
限
に
補
助
す
る
も

の
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
事
業
に
つ
い
て

問
補
助
金
の
対
象
事
業
者

数
を
４
５
０
者
と
見
込
ん
だ

【
概
要
と
質
疑
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
売
り
上

げ
が
減
少
す
る
な
ど
し
て
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
や
民
間

金
融
機
関
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
融
資
を
受

け
て
い
る
市
内
の
中
小
企
業

う
医
療
機
関
に
お
い
て
、
院

内
感
染
を
防
ぐ
こ
と
を
主
な

目
的
と
し
て
、
設
備
や
備
品

の
購
入
費
用
を
補
助
す
る
た

め
に
創
設
し
た
も
の
で
あ

り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
を
増
加

さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

問
補
助
対
象
経
費
や
補
助

割
合
の
基
準
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
補
助
対
象
経
費
と
し
て

は
、
例
え
ば
、
院
内
感
染
を

防
ぐ
た
め
に
、
病
院
の
屋
外

に
外
来
診
療
所
を
設
置
す
る

た
め
の
テ
ン
ト
設
置
費
用
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

補
助
割
合
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
全
額
を
補
助
し
た

い
が
、
要
望
の
あ
っ
た
医
療

機
関
の
事
業
内
容
を
精
査

し
、
決
定
し
て
い
き
た
い
。

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

問
財
政
調
整
基
金
か
ら
多

額
の
繰
り
入
れ
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
財
政
調
整
基
金
の

現
在
高
は
い
く
ら
か
。

答
財
政
調
整
基
金
の
現
在

理
由
を
問
う
。

答
広
島
労
働
局
で
は
、
県

内
の
事
業
所
数
の
約
１
割
に

あ
た
る
事
業
所
か
ら
、
本
件

に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
市

内
の
中
小
企
業
者
の
約
１
割

に
あ
た
る
４
５
０
者
を
対
象

事
業
者
数
と
し
て
見
込
ん

だ
。

問
補
助
金
の
周
知
は
ど
う

い
っ
た
方
法
を
考
え
て
い
る

か
。

答
広
島
県
社
会
保
険
労
務

士
会
三
原
支
部
に
対
し
て
周

知
を
行
う
と
と
も
に
、
三
原

商
工
会
議
所
や
臨
空
商
工
会

な
ど
の
経
済
団
体
を
通
じ
て

者
に
対
し
、
一
律
10
万
円
を

給
付
す
る
た
め
５
０
０
０
万

円
、
国
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
」
に
基
づ
く
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
と
し
て
、

小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校

３
年
生
ま
で
の
児
童
生
徒
に

一
人
に
つ
き
、
１
台
の
学
習

令
和
２
年
５
月・
６
月
市
議
会
の
概
要

　
５
月
１
日
の
臨
時
会
で
は
、
96
億
７
１
２
０
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
案
他
１
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
５
月
29
日
の
臨
時
会
で
は
、
４
５
８
０
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
６
月
23
日
ま
で
の
15
日
間
で
開
催
し
、
９
億
３

７
０
０
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
他
18
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
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問
自
主
防
災
組
織
が
助
成

金
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答
助
成
金
の
活
用
に
あ

た
っ
て
は
、
自
主
防
災
組
織

が
、
地
域
の
防
災
活
動
に

と
っ
て
有
効
な
資
機
材
を
選

択
、
購
入
で
き
る
よ
う
助
言

を
行
う
と
と
も
に
、
購
入
し

た
資
機
材
を
防
災
訓
練
な
ど

で
定
期
的
に
使
用
す
る
よ
う

促
す
こ
と
で
、
有
効
活
用
を

図
り
、
地
域
の
防
災
力
を
向

上
さ
せ
た
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

つ
い
て

問
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
全
員
に
対
す
る
、
学
習
者

用
情
報
端
末
の
導
入
が
完
了

す
る
時
期
に
つ
い
て
問
う
。

答
学
習
者
用
情
報
端
末
の

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
納
入

業
者
の
選
定
や
端
末
の
納

品
、
教
員
の
習
熟
度
の
向
上

な
ど
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
が
、
準
備
が

整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
導
入
を

進
め
、
今
年
度
中
の
完
了
を

目
指
し
た
い
。

問
家
庭
に
お
け
る
学
習
に

も
学
習
者
用
情
報
端
末
を
活

用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る

の
か
。
そ
の
場
合
、
各
家
庭

の
通
信
環
境
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
、
ま
た
、
通
信
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
家
庭
へ
の

対
応
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

答
学
習
者
用
情
報
端
末
は

学
校
内
で
の
運
用
を
基
本
に

考
え
て
い
る
が
、
臨
時
休
業

時
に
は
家
庭
で
活
用
す
る
こ

と
も
想
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
各
家
庭
に
お
け
る
通
信

環
境
に
つ
い
て
は
、
臨
時
休

業
時
に
デ
ー
タ
通
信
機
器
を

貸
し
出
す
対
応
を
検
討
し
て

い
る
。

【
採
決
】

　

採
決
の
結
果
、
全
員
一

致
、
提
案
理
由
を
了
と
し
、

各
案
は
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
。

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

と
は
…
１
人
１
台
端
末
と
高

速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備
す

る
こ
と
で
、
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
子
供
を
含
め
、

多
様
な
子
供
た
ち
を
誰
一
人

取
り
残
す
こ
と
な
く
、
公
正

に
個
別
最
適
化
さ
れ
、
資

源
・
能
力
が
一
層
確
実
に
育

成
で
き
る
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

を
実
現
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
我
が
国
の
教

育
実
践
と
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
教
師
・
児
童

生
徒
の
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
。

（
文
部
科
学
省
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
よ
り
）

【
採
決
】

　
採
決
の
結
果
、
市
長
の
退

職
す
る
日
に
つ
い
て
は
全
員

一
致
、
決
議
に
つ
い
て
は
賛

成
多
数
で
、
提
案
理
由
を
了

と
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

た
。

【
概
要
と
質
疑
】

　
市
長
が
市
議
会
議
長
へ
６

月
30
日
を
も
っ
て
退
職
し
た

い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
６

月
30
日
を
市
長
の
退
職
す
る

日
と
す
る
同
意
を
求
め
ら

れ
、
３
人
の
議
員
か
ら
天
満

祥
典
三
原
市
長
に
対
し
抗
議

す
る
決
議
が
提
出
さ
れ
た
。

問
６
月
30
日
を
退
職
日
と

し
て
選
ん
だ
理
由
を
問
う
。

答
職
を
辞
す
る
こ
と
に
よ

り
責
任
を
取
ら
せ
て
い
た
だ

く
。

億
１
２
３
２
万
円
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
を
受
信
で

き
な
い
不
感
エ
リ
ア
の
解
消

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
４
６
２
０
万
円
を
追
加

す
る
も
の
等
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
事
業
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
事
業
と
し
て
、

経
済
対
策
だ
け
で
な
く
、
ひ

と
り
親
世
帯
や
子
育
て
世
代

に
対
す
る
支
援
を
行
う
等
、

現
在
に
至
る
ま
で
の
本
市
の

対
策
は
高
く
評
価
で
き
る

が
、
国
の
第
二
次
補
正
予
算

等
、
一
定
の
財
源
が
見
と
お

せ
る
中
、
今
後
の
対
応
策
は

考
え
て
い
る
の
か
。

答
感
染
症
の
長
期
化
に
伴

う
地
域
経
済
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
今

後
示
さ
れ
る
国
、
県
の
臨
時

交
付
金
や
補
助
金
を
最
大
限

に
活
用
し
な
が
ら
、
市
民
や

事
業
者
が
必
要
と
す
る
支
援

を
適
切
か
つ
迅
速
に
行
っ
て

い
き
た
い
。

問
今
後
新
た
に
行
お
う
と

し
て
い
る
支
援
策
の
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

答
市
民
生
活
へ
の
影
響
な

ど
を
考
慮
し
、
最
も
効
果
的

な
支
援
策
に
つ
い
て
、
協
議

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
現
時
点
で
、
個
別
具

体
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

段
階
に
は
な
い
。

今
後
、
内
閣
府
が
示
し
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応　
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
活
用
事
例
な
ど
を

参
考
に
と
り
ま
と
め
、
市
民

や
事
業
者
の
声
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
る
支
援
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
。

自
主
防
災
活
動
推
進
事
業
に

つ
い
て

問
地
域
の
自
主
防
災
組
織

が
助
成
金
を
受
け
て
購
入
す

る
資
機
材
の
う
ち
、
災
害
対

策
仕
様
大
型
テ
ン
ト
は
、
避

難
所
に
お
け
る
感
染
症
の
拡

大
を
防
止
す
る
こ
と
に
も
活

用
で
き
る
の
か
。

答
こ
の
大
型
テ
ン
ト
は
、

地
震
災
害
時
な
ど
屋
内
へ
の

避
難
に
危
険
が
伴
い
、
屋
外

に
避
難
所
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
場
合
や
、
屋
外
に
救
護

所
等
を
設
け
る
場
合
な
ど
を

用
途
と
し
て
想
定
し
て
い
る

が
、
テ
ン
ト
の
側
面
を
シ
ー

ト
で
覆
う
こ
と
も
可
能
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
避
難
所
に
お

け
る
感
染
症
対
策
に
も
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

第
６
回
臨
時
会
（
概
要
と
質
疑
の
抜
粋
）

　
６
月
30
日
の
臨
時
会
で
は
、
市
長
の
退
職
の
期
日

に
関
す
る
同
意
に
つ
い
て
他
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
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